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2026 年 6 月 26 日 山梨県東部・富士五湖の地震 （震源分布） 防災科学技術研究所資料

・ 2026 年 6 月 26 日 22 時 28 分頃に山梨県東部・富士五湖で 
・ Mj 5.6（気象庁暫定値）の地震が発生
・ 防災科研  Hi-net による初動解および F-net による MT 解は
・ いずれも北西－南東圧縮の逆断層型
・ その後の地震活動は北西－南東方向に 5 km 程度にわたって
・ 分布し，2012 年の活動の北側に位置する

図．（左） 防災科研 Hi-net による震源分布（2012年1月1日～2026年7月5日，深さ60 km以浅，手動お
よび自動検測震源）と主な地震の初動解．F-netによるMT解も併せて示す．（上） 震央分布，（下）X-Xʼ，
Y-Yʼに沿った矩形領域内の震源の深さ分布．赤丸は2026年6月26日22時以降の地震，青丸は2012年
1月28日～2月28日の地震，灰丸はそれ以外の地震，四角は観測点，橙線は活断層研究会（1991）によ
る断層線，破線は県境．（右） 左図矩形領域内の地震の時空間分布．
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